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 要  旨 
 離散ウェーブレット変換(DWT)は効率的な時間－周波数解析能力を持ち，そのた
めJPEG2000を始めとする信号圧縮や信号処理等のマルチメディア処理で広く使わ
れている．最近ではモバイル機器向けとして2次元離散ウェーブレット変換(2-D 
DWT)のLSIアーキテクチャの研究が盛んである．  
 2-D DWTは，2次元の信号に対して，まず行方向に1-D DWTを行い，その結果に対
して列方向に変換を行う．これらをLSI上で処理する際の課題点は，行変換後の列
変換を如何に効率良く行えるかである．最もシンプルな処理法は，行変換の結果
を一度外部メモリに書き出し，列変換を行うときにもう一度読み出すという方法
であるが，この方法は外部メモリアクセス回数が増大し，回路全体のスループッ
トが低下するという問題がある．また，メモリ処理に使われる電力はメモリアク
セス回数に比例し，アクセス1回当たりの消費電力はLSI内の加算処理に比べて非
常に大きい．そのため，DWT等メモリアクセスを頻繁に行うLSIは，外部・内部メ
モリアクセス処理にかかる電力が莫大である． 
 これらの問題を解決するためにLine-based法や2-D Dual Scan Architecture 
(DSA), Z-scan法等が提案された．しかし, これらの手法では高速・小面積・低消
費電力といった要件をすべて満たすのは難しい.   
そこで本論文ではZ-scan法を改良し，外部メモリアクセス遅延，内部メモリアク
セス回数，内部メモリ量を抑えた方法を提案した．具体的には, Z-scanの行変換
回数を外部メモリのバースト長に合わせることにより, バーストアクセスを最大
限活用できるようにした. さらに, 外部メモリへの係数配置について, 各サブバ
ンドに属する係数をまとめてから出力することにより, 多重レベル変換時にアク
セス効率が落ちないようにした. また, 変換法を改良して外部メモリのバースト
アクセスを最大限利用できるようにし，回路全体のスループットを向上した．ま
た，提案手法は外部・内部メモリアクセス回数を削減することにより，消費電力
の低減も実現した．評価結果より, 提案手法は高速・小面積・低消費電力を達成
できることが分かった. 
 
